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本研究では，土器に調理の際の煮焦げや煮こぼれ，または燃料材の煤として付着している炭化物（以下，土器付着物）について炭素 14 年代測定

および安定同位体比，炭素量・窒素量について科学的な分析を加え，主として土器を使用した調理の際の調理物または加工物，燃料材のあり方に

ついて検討する。今回は縄紋前期土器付着物（ウルシを除く）IRMS 測定 199 例を集計した。

表 1　炭素 14 年代が古い値を示す縄紋前期土器付着炭化物のδ13C 値ごとの出現頻度 IRMS によって炭素 13 安定同位体比を測定

するとともに AMS 測定による年代値もみる。

特に土器内面土器付着物において共伴炭化物

と著しい年代差があり安定同位体比で異常が

ある場合は、海洋リザーバー効果の影響と捉

えられ、海産物による海産物の利用が想定で

きる（小林 2014、小林・坂本 2015）。

表２　13C 値の重い試料　（縄紋前期土器付着物の IRMS 安定同位体比および AMS14C 年代を測定した試料）
堰口遺跡は北杜市教育委員会、

ひんご遺跡は長野県埋蔵文化財センター

の試料提供を受けた。佐野隆、試料処理

は歴博坂本稔、測定は東京大学総合博物

館（米田穣・尾嵜大真・大森貴之）の協

力を得た。科研基盤 B18H00744（小林謙

一）の成果を用いている。
小林謙一 2014「弥生移行期における土器

使用状況からみた生業」『国立歴史民俗博

物館研究報告』第 185 集

小林謙一・坂本稔 2015「縄紋後期土器付

着物における調理物の検討」『国立歴史民

俗博物館研究報告』第 196 集

13C 値（横軸‰）と 15N 値（縦軸‰）

13C 値（横軸‰）と C/N 比（縦軸）　　内面　　外面

δ13C 値が 22‰より重い試料をみると，東北・北海道の試料は年代値が 100 炭素 14 年以上

古い値を示し海洋リザーバー効果の影響が疑われる。それに対し、中部山地堰口遺跡 YNHS

-46 例（山梨県・神ノ木式胴内面付着）は，安定同位体比でδ13C 値が -15‰で極度に重い

のに AMS 炭素年代は整合的で海産物とはいえず，δ15N 値や C/N 比から植物性由来の可能性

があり，雑穀類など C4 植物の調理痕が考えられる。同様の例は、長野県ひんご遺跡の縄紋中

期中葉火炎系土器の内面付着物でも年代的には整合的でδ13C 値が -23.5‰と重い試料があり、

C4 植物が混和した調理内容が反映した結果である可能性がある。前期・中期におけるアワ・

ヒエを含む C4 植物の調理の痕跡は初出と考えられ、さらに検討を重ねたい。
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参考 ; 中期の事例

参考 ; 中期の事例

C/N（mol)

15N

13C

13C C4?

-26‰未満 -26～-24‰ -24～22‰ -22～20‰ -20～18‰ -18％以上 小計

測定数 39 129 24 3 2 2 199
整合的な試料 38 108 3 0 0 1 150

1 21 21 3 2 1 49
3% 16% 88% 100% 100% 50% 25%

δ13C値(‰)
IRMSによる測定

炭素14年代の古

い試料

(IRMS)
測定試料名 地域 遺跡 土器型式 時期 14C 誤差 評価 δ13C δ15N C％ N％ C/N
YNHS-46 5中部 堰口遺跡 神ノ木 Z2期 6067 ± 36 雑穀? 内 -15.8 4.4 53.4 8.8 7.1
AOKH-3 (rt) 2東北 東道ノ上（3）遺跡円筒下層a? Z4期 5505 ± 35 海洋 内 -18.3 12.2 28.7 4.1 8.2
AOMB-87 2東北 二股(2)遺跡 円筒下層d2 Z7-C1期 5050 ± 25 海洋 内 -18.4 14.8 53.3 8.4 7.4
AOS-003 2東北 笹の沢(3)遺跡 円筒下層d1 Z7期 4730 ± 40 海洋 内 -21.5 12.7 34.6 4.6 8.7

60 2東北 本町西A 大木4式 Z5期 5142 ± 29 海洋 内 -21.7 9.3 20.8 2.0 12.1
AOMB-78 a 2東北 二股(2)遺跡 円筒下層d1 Z7期 5065 ± 30 海洋 内 -22.0 12.5 36.8 4.8 8.9
NT-41 4北陸 下モ原Ⅲ遺跡 布目 Z1期 6420 ± 40 海洋? 内 -22.7 7.5 59.5 4.0 17.6
AOMB-79 a 2東北 二股(2)遺跡 円筒下層c Z6期 5500 ± 25 海洋 内 -22.8 14.3 61.8 6.0 12.0
AKT-1 2東北 物見坂Ⅲ遺跡 早稲田6類 Z2期 5780 ± 20 海洋 内 -23.0 11.8 53.7 6.6 9.5
AOMR-5628 2東北 三内丸山遺跡 円筒下層a以前（芦野2群） Z3期 5580 ± 50 海洋 内 -23.0 15.7 62.3 7.9 9.2
ISK-6 A 4北陸 上安原遺跡 大歳山 Z7期 4950 ± 40 海洋 内 -23.0 9.2 57.4 6.4 10.4
AOMB-89 2東北 二股(2)遺跡 円筒下層d1 Z7期 5070 ± 25 海洋 内 -23.4 12.0 62.3 6.7 10.8


